ライフステージ看護学
第1回　ライフステージ看護学の基盤：成長発達理論とライフサイクルの視点
本時の到達目標
(1) 生涯発達心理学の主要理論（エリクソン、ハヴィガーストほか）の概要を説明できる。
(2) ライフステージの区分と各期に共通する発達課題の考え方を理解する。
(3) ライフステージという横断的視点が看護の対象理解にどう役立つかを説明できる。
(4) 母性・小児・成人・老年看護学と本科目の関連、位置づけを理解する。
1．生涯発達とライフステージの基本概念
人間は受精の瞬間から死に至るまで、生涯を通じて変化し続ける存在である。この考え方を「生涯発達（life-span development）」という。かつて発達は主に小児期に限定して語られてきたが、現代の発達心理学では、成人期や老年期にも固有の発達的変化があるとされている。
看護の対象を理解するうえで重要なのが、「発達課題（developmental task）」という概念である。発達課題とは、各ライフステージにおいて達成することが期待される心理的・社会的な課題であり、その達成の成否が次の段階の発達に影響すると考えられている。
本科目「ライフステージ看護学」では、母性・小児・成人・老年看護学がそれぞれ扱う知識を、周産期から老年期に至る一連の生活史（ライフヒストリー）としてつなぎ直し、対象を「点」ではなく「線」として捉える視点を養う。
2．エリクソンの心理社会的発達理論
E.H.エリクソンは、人間の一生を8つの発達段階に区分し、各段階には肯定的な側面（課題）と否定的な側面（危機）から成る心理社会的葛藤があり、それを乗り越えることで、その人固有の「力（徳）」を獲得して次の段階へ進むと考えた。
	段階
	時期の目安
	発達課題（課題 対 危機）
	獲得される力（徳）

	①乳児期
	0〜1歳頃
	基本的信頼 対 不信
	希望

	②幼児前期
	1〜3歳頃
	自律性 対 恥・疑惑
	意志

	③幼児後期（遊戯期）
	3〜6歳頃
	自発性（積極性） 対 罪悪感
	目的

	④学童期
	6〜12歳頃
	勤勉性 対 劣等感
	有能感

	⑤青年期
	12〜22歳頃
	自我同一性の確立 対 同一性の拡散
	忠誠

	⑥成人期（前成人期）
	22〜40歳頃
	親密性 対 孤立
	愛

	⑦壮年期（成人中期）
	40〜65歳頃
	世代性（生殖性） 対 停滞
	世話

	⑧老年期
	65歳頃〜
	統合 対 絶望
	英知


【国試対策ポイント】エリクソンの発達課題は、各段階の「対」になっているキーワード（例：勤勉性 対 劣等感）と、その時期（乳児期・幼児期・学童期など）の組み合わせを問う問題が頻出する。表の左から右へ、時期と課題をセットで覚えることが重要である。
3．ハヴィガーストの発達課題理論
R.J.ハヴィガーストは、人間の生涯を6段階（乳幼児期・児童期・青年期・壮年初期・中年期・老年期）に分け、各段階における発達課題を、「身体的成熟に関するもの」「社会・文化により規定されるもの」「自我・人格に関するもの」の3分野から整理した。
・発達課題は成長に伴って消失するものではなく、生涯を通じて連続的に生じる。
・各段階の発達課題は独立したものではなく、前段階の課題の達成が次段階の課題に影響する。
・発達課題の達成は、対象者個人の身体面・生活面と密接に関連している。
老年期の発達課題（例）
・肉体的な強さと健康の衰退に適応すること
・退職と収入の減少に適応すること
・配偶者の死に適応すること
・自分と同世代の人々と親密な関係を結ぶこと
・社会的・市民的義務を果たすこと
【国試対策ポイント】ハヴィガーストの理論は、老年期の発達課題（健康の衰退、退職・収入減少、配偶者の死への適応など）を中心に繰り返し出題されている。エリクソンの老年期課題「統合 対 絶望」との違いを整理して覚えること。
4．ライフステージの区分と本科目の授業計画
本科目では、ライフステージを周産期から老年期・エンドオブライフまで区分し、各期に特有の発達課題・健康課題を第2回以降で詳しく学んでいく。
5．ライフステージからみた看護の対象理解の意義
· 対象を「今、目の前にある健康問題」だけでなく、これまでの生活史とこれから続く人生の見通しの中で捉えることができる。
· 発達段階に応じたコミュニケーション方法・説明方法・意思決定支援のあり方を選択できる。
· 進学・就職・結婚・出産・退職・死別などの「ライフイベント」に伴う心身の変化を予測し、予防的な看護介入につなげられる。
· 家族もまた、それぞれ異なるライフステージにある個人の集合体であることを理解し、家族全体を視野に入れた看護を展開できる。
6．母性・小児・成人・老年看護学との関連、本科目の位置づけ
母性看護学・小児看護学・成人看護学・老年看護学は、それぞれ特定のライフステージ（周産期・小児期・成人期・老年期）を対象とする専門領域である。本科目「ライフステージ看護学」は、これらの専門領域を横断的な発達の視点でつなぎ直し、以下の力を養うことを目的とする科目である。
· 各専門領域で学ぶ知識を、生涯発達という一つの軸のもとで統合的に理解する力
· ライフステージの移行期（幼児期→学童期、青年期→成人期、成人期→老年期 など）に共通する看護の視点・技術を見出す力
· 対象のライフステージを通じた継続的な家族看護・地域連携・多職種連携を構想する力
まとめ・本時の重要ポイント
	復習チェックリスト
・エリクソンの8段階と、各段階の発達課題（対 危機）をセットで説明できるか。
・ハヴィガーストの発達課題理論の3分野と、老年期の発達課題を説明できるか。
・自分自身が今どのライフステージ・発達課題にあるかを、理論にあてはめて考えられるか。
・ライフステージという視点が、なぜ看護の対象理解に役立つのかを説明できるか。





事例演習
事例：三世代家族にみるライフステージと発達課題
次の事例を読み、設問に答えなさい。
	事例の概要
・Aちゃん（6歳、女児）：本年4月に小学校へ入学。学校生活に慣れ始めた時期である。
・母Bさん（45歳、女性）：Aちゃんの母親であり、祖父Cさんの介護をしながらパートタイムで勤務している。最近、体力の衰えや将来の生活設計について考えることが増えたと話す。
・祖父Cさん（78歳、男性）：脳梗塞後遺症による右片麻痺があり、要介護状態。3か月前に妻（Cさんの配偶者）を病気で亡くしている。退職後は趣味の家庭菜園を楽しみにしていたが、麻痺により継続が難しくなっている。



設問1
Aちゃんについて、エリクソンの発達理論における発達段階と発達課題（対 危機）を述べなさい。
設問2
Bさんについて、ハヴィガーストの発達課題理論をふまえ、この時期（壮年期・中年期）に一般的に求められる発達課題を2つ挙げなさい。
設問3
Cさんについて、エリクソンおよびハヴィガーストの両理論から、老年期の発達課題の観点でCさんが直面している課題を説明しなさい。
設問4
A・B・Cさん、それぞれ異なるライフステージにある家族全体を対象として看護支援を行う場合、看護師としてどのような視点をもって関わることが重要か、本時で学んだ内容をふまえて述べなさい。







解答の視点（解説）
設問1：Aちゃんは6歳で小学校に入学したばかりであり、エリクソンの発達段階では学童期への移行期にあたる。学童期の発達課題は「勤勉性 対 劣等感」であり、学校生活の中で物事に取り組み達成感を得る経験を積み重ねることが、劣等感を克服し勤勉性を獲得することにつながる。
設問2：ハヴィガーストの中年期（壮年期）の発達課題には、大人としての社会的責任を果たすこと、経済的な生活水準を確立・維持すること、配偶者と人間として結びつくこと、高齢の親の世話と適応などが含まれる。Bさんの場合、介護と就労の両立という形で、これらの課題に直面していると考えられる。
設問3：Cさんは、エリクソンの老年期課題「統合 対 絶望」に加え、ハヴィガーストが挙げる老年期の課題（配偶者の死への適応、肉体的な健康の衰退への適応、退職後の生活の再構築）に同時に直面している状況である。喪失体験が重なっていることを踏まえた心理的支援が必要となる。
設問4：家族を構成する一人ひとりが異なる発達課題を抱えていることを理解したうえで、個人への支援と家族全体への支援の両方の視点をもつことが重要である。特に、介護を担うBさんの発達課題（就労・介護の両立、将来設計）が達成困難な状況に置かれていないかにも注意を向け、多職種・地域資源と連携した継続的な支援を検討する必要がある。


看護師国家試験過去問
本時の内容（発達理論・ライフステージ）に関連する過去問題を示す。正答と解説を確認し、理解を定着させること。
問1（第112回 午後8問）
エリクソンが提唱する発達理論において、学童期に達成すべき心理社会的課題はどれか。
1．親密 対 孤立
2．自律性 対 恥・疑惑
3．勤勉性 対 劣等感
4．自我同一性〈アイデンティティ〉の確立 対 自我同一性〈アイデンティティ〉の拡散

問2（第98回 午後60問）
老年期の発達課題を「肉体的な力と健康の衰退に適応すること」と表現したのは誰か。
1．ペック
2．バトラー
3．エリクソン
4．ハヴィガースト

問3（第108回 午後32問）
ハヴィガースト，R.J.の発達課題に関する説明で適切なのはどれか。
1．成長に伴い発達課題は消失する。
2．各発達段階の発達課題は独立している。
3．身体面の変化と発達課題は無関係である。
4．発達課題の達成は個人の生活と関連する。



問4（第111回 午前52問）
老年期の発達課題を、引退の危機、身体的健康の危機および死の危機の3つの段階で示したのはどれか。
1．エリクソン
2．レビンソン
3．ペック
4．ユング



















看護師国家試験過去問　解答・解説
本時の内容（発達理論・ライフステージ）に関連する過去問題を示す。正答と解説を確認し、理解を定着させること。
問1（第112回 午後8問）
エリクソンが提唱する発達理論において、学童期に達成すべき心理社会的課題はどれか。
1．親密 対 孤立
2．自律性 対 恥・疑惑
3．勤勉性 対 劣等感
4．自我同一性〈アイデンティティ〉の確立 対 自我同一性〈アイデンティティ〉の拡散
正答：3
解説：「親密 対 孤立」は成人期（前成人期）の課題、「自律性 対 恥・疑惑」は幼児前期の課題、「自我同一性の確立 対 拡散」は青年期の課題である。学童期に達成すべき課題は「勤勉性 対 劣等感」であり、正答は3である。

問2（第98回 午後60問）
老年期の発達課題を「肉体的な力と健康の衰退に適応すること」と表現したのは誰か。
1．ペック
2．バトラー
3．エリクソン
4．ハヴィガースト
正答：4
解説：ペックは老年期の喪失体験を「引退の危機」「身体的健康の危機」「死の危機」として示した。バトラーはエイジズム（高齢者差別）の概念を提唱した人物である。エリクソンは老年期の発達課題を「統合 対 絶望」とした。「肉体的な力と健康の衰退への適応」という表現は、老年期の発達課題を身体・社会・自我の側面から具体的に列挙したハヴィガーストによるものであり、正答は4である。

問3（第108回 午後32問）
ハヴィガースト，R.J.の発達課題に関する説明で適切なのはどれか。
1．成長に伴い発達課題は消失する。
2．各発達段階の発達課題は独立している。
3．身体面の変化と発達課題は無関係である。
4．発達課題の達成は個人の生活と関連する。
正答：4
解説：発達課題は成長段階ごとに存在し続けるものであり、成長に伴って消失するわけではない。また、各段階の発達課題は独立したものではなく、前段階の達成が次段階に影響する連続性をもつ。身体面の変化と発達課題も密接に関連している。したがって、発達課題の達成が個人の生活と関連するとした4が正答である。

問4（第111回 午前52問）
老年期の発達課題を、引退の危機、身体的健康の危機および死の危機の3つの段階で示したのはどれか。
1．エリクソン
2．レビンソン
3．ペック
4．ユング
正答：3
解説：エリクソンは人間の一生を8つの発達段階に区分し、老年期の課題を「統合 対 絶望」とした。レビンソンはライフサイクルを四季になぞらえ、生活構造の変化に着目した発達理論を示した。ペックは、老年期における喪失体験に対する発達課題として、引退の危機・身体的健康の危機・死の危機の3つを挙げた。したがって正答は3である。


